
消
防
法
及
び
火
災
予
防
条
例
の
改
正

に
よ
り
、
全
て
の
住
宅
に
火
災
警
報
器
等

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
築

住
宅
は
、
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
、

既
存
住
宅
は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
一
日

か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
死
者
の
過
半
数
を
占
め
る
の
は
高
齢
者

で
、
時
間
帯
で
見
る
と
、
就
寝
時
間
に
死
者
が
集
中
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
死
因
の
約
七
割
が
逃逃
げ
遅
れ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
で
重
要
と
な
る
の

が
、
早
期
発
見
で
す
。
火
災

が
発
生
し
た
こ
と
を
素
早

く
察
知
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
い
ち
早
く
避
難
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

い
の
ち
が
助
か
る
可
能
性

も
高
く
な
る
わ
け
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

火
災
発
生
に
伴
う
熱
や
煙

を
感
知
し
て
ブ
ザ
ー
で
危

険
を
知
ら
せ
る
も
の
で
、

火
災
の
早
期
発
見
に
役
立

つ
防
災
機
器
で
す
。

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な

ど
で
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
等
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
、
住
宅
火
災
の
死

者
が
半
減
す
る
な
ど
、
大

変
な
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。

就寝に使われる部屋に設置します。

子供部屋なども、就寝に使われている場

合は対象となります。

寝室がある階の階段最上部に設置します。

①寝室がある階から、２つ下の階の

階段

②寝室が１階のみにある場合は、居

室がある最上階の階段に設置しま

○
住
宅
火
災
の
死
者
と
そ
の
原
因

○
火
災
の
早
期
発
見
！

○
火
災
警
報
器
の
種
類
と
設
置
場
所

火
災
警
報
器
に
は
、
煙
を
感
知

す
る
タ
イ
プ
と
熱
を
感
知
す
る
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
設
置
義
務
が

生
じ
る
寝
室
と
階
段
に
は
、
煙
式

の
も
の
を
取
り
付
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

消 防 団 の 放 水 訓 練

消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
、
「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
！
」
と
い
う
精
神
に
基
づ

き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に
活
躍
し
、

住
民
か
ら
大
き
な
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
、
消
防
・
防
災
に
関
す
る
知
識
や
技

術
を
習
得
し
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
消
火
活
動
、

地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た
災
害
発
生
時
に
お
け
る
救

助
救
出
活
動
、
警
戒
巡
視
、
避
難
誘
導
、
災
害
防
ぎ
ょ

活
動
な
ど
に
従
事
し
、
地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
と
と
も
に
安
心
し
た
住
民
生
活
を
送
る
上
で
精

神
的
な
支
え
で
あ
り
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
よ
う
に
、
消
防
団
は
、
地
域
に
お
け
る

消
防
・
防
災
の
中
核
的
存
在
と
し
て
、
今
後
も
大
い

に
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。



３３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
製

品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、
住
宅
用
消
火

器
等
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る

時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
十
一
月
九
日
か

ら
十
一
月
十
五
日
ま
で
の
七
日
間
、
全
国

一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

◎
重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予
防
対
策

の
推
進

③
震
災
時
に
お
け
る
出
火
防
止
対
策
等
の

推
進

【月例普通救命講習会】

消防署では、誰でも気軽に参加できる講習会を毎月開催しています。

心肺蘇生法を中心に止血法など、いざという時、役立つ応急手当を覚えましょう。

日 時 毎月第２日曜日 ９：００～１２：００

場 所 宇和島消防署（宇和島市丸之内５丁目１－１８）

※ 受講者全員に普通救命講習修了証を交付いたします。

※ 申し込みは電話でＯＫです。参加費は無料です。

申し込み・問い合わせ 宇和島地区広域事務組合消防本部・宇和島消防署

ＴＥＬ ０８９５－２０－０１１９（警防課・救急係）

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）とは、突然の心停止から生命を守るために電

気ショックを与える器械のことです。

今まで医師や救急救命士にしかできなかった電気ショックが、平成１６年７月から誰にでもできる

ようになりました！電気ショックが必要かどうかはＡＥＤが自動で判断します。

下記の月例普通救命講習会ではＡＥＤの講習も行っています。

●９月２５日まで開催されてい

た愛知万博では４名の尊い命が

救われました。

●現在、宇和島市では、１１件

の病院に設置されています。

●近い将来、公共機関等に設置

されて、あなたが使用する日が

来るかもしれません。

今
年
九
月
末
ま
で
に
宇
和
島
市
・
北
宇
和
郡
で
発
生

し
た
火
災
は
二
十
九
件
で
、
損
害
額
は
約
二
千
六
百
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
昨
年
同
期
と
比
べ
る
と
、

火
災
件
数
で
九
件
、
損
害
額
で
約
二
千
七
百
万
円
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
は
放
火
又
は

放
火
の
疑
い
で
、
続
い
て
た
ば
こ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
救
急
出
場
し
た
件
数
は
、
三
千
三
百
十
件
で
、
前

年
に
比
べ
て
百
三
十
六
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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◎
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト


